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熊谷市障がい者支援計画（第 6期）（案）に対する御意見と市の考え方

１ 意見募集期間

令和３年１月２２日（金）から２月１２日（金）まで

２ 意見の提出者数及び意見等件数

提出者数 ６人

意見等件数 ２６件

３ 意見の概要と市の考え方

該当箇所 意見の概要 市の考え方

全体 法律名・団体名は除外した

としても、「障害」は「障がい」

と明記すべきだと考えます。

全体としては、「目次」にあ

りますように、固有名詞や法

令等において「障害」と表記

されているものを除き、「障が

い」と表記することとしてい

ます。

説明不足で申し訳ございま

せんでしたが、第 2章 3の関
係法令の説明の中の表記に一

部漢字を使用していますが、

「法令等の表記」に含んでい

ます。

他の方からの御指摘もあり

ましたので、法令の説明の部

分での漢字使用については、

注釈を付して、使用させてい

ただきます。

第

２

章

P15
3 障がい者関係改正

法令等

「障害者」は「障がい者」に

統一した方が良いのではない

でしょうか。あえて「障害者」

としているのならば、理由を

入れてはどうか。

法令から抜粋して、項目を

掲載しているため、「3 障が

い者関係法令等」中の「障害」

は、原案のとおりとさせてい

ただきます。

※第 2章 3の表題の下に、注
釈を付して、使用させていた

だきます。
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P23
⑹障害者雇用促進法

（平成 25年改正）
市の対応及び相談窓

口

職員採用の際の障がい者枠

について、身体障がい者のみ

を対象としているのはなぜ

か。

市職員採用試験の障がい者

枠については、昨年度から障

害者手帳所持者（身体・療育・

精神保健福祉手帳）に拡大し

ておりますので、そのような

表記に修正いたします。

第

３

章

P31
1 第２次障がい者計
画の取組状況

「個々の評価については資

料編において掲載」とありま

すが、資料編のページ番号も

入れてください。

また、基本方針ごとに内容

をいくつか掲載するとわかり

やくすなると思います。

御意見のとおり資料編のペ

ージ番号を掲載いたします。

また、基本方針ごとの円グラ

フの下欄に、内容を掲載いた

します。

第

４

章

P45 基本方針１～４をわかりや

すい別の言葉に変えてほし

い。

基本方針のネーミングにつ

いては、第 2次熊谷市障がい
者計画を踏襲しています。推

進の継続性を保持するため、

原案のとおりとさせていただ

きます。

この基本方針は、第 4 章 3
重点施策と密接な関連がある

ため、基本方針の後ろに重点

施策の言葉を加えるなど、表

記を追加いたします。

第

５

章

P52～83

P62
1相談体制の整備

高次脳機能障がい者に対す

る相談支援体制の整備を図っ

ていくことを計画に記してく

ださい。

障がい全般の第 1次的な相
談支援として、本市では、「熊

谷市障害者基幹相談支援セン

ター（くまさぽ）」が、障害福

祉課窓口に併設されていま

す。「1相談体制の整備」の施
策 No.33「基幹相談支援センタ
ー（くまさぽ）の充実」にお

いて対応することとし、原案

のとおりとさせていただきま

す。
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Ｐ65
No.44自立訓練（機能
訓練・生活訓練）

脳卒中の後遺症で高次脳機

能障がいとなった方が、介護

保険サービスでのリハビリテ

ーションだけでなく、障害福

祉サービスでも、認知リハビ

リテーションを実施していく

ことを記してください。

P64「2福祉サービスの充実」
では、高次脳機能障がいの方

についても障害者総合支援法

に基づく支援給付の対象であ

ると記載しておりますが、介

護保険サービス受給可能な方

については、同様のサービス

がある場合には、介護保険サ

ービスを優先することになり

ます。内容につきましては、

原案のとおりとさせていただ

きます。

P67
No.60 自作品の出店
の機会の創出

公共施設内においても販売

の機会を設ける支援をするべ

きではないか。

前計画の施策「障がいのあ

る方の店への支援」において、

公共施設内での販売スペース

を検討してまいりましたが、

安全面や集客数等の問題があ

り、実現しませんでした。こ

れを踏まえ、内容を見直しま

したので、原案のとおりとさ

せていただきます。

P69
No.68 コミュニケー
ション支援事業

知的・発達・高次脳機能障

がい等により意思疎通に支障

がある方を対象とする支援を

検討していくことを計画に記

してほしい。

いただいた御意見を踏ま

え、「意思疎通を図ることに支

障がある障がい者の相談に応

じ、必要な意思疎通手段の調

整・充実に努めます。」を追加

し、全ての障がい者の意思疎

通支援に努めてまいります。

P69
No.70移動支援事業

サービス提供事業所を増や

してほしい。

令和元年度で１事業所、令

和２年度で３事業所を新たに

登録し、現在 37 事業所となっ

ています。

「第 6 章 計画期間におけ

る目標及び見込量 2 障害福

祉サービス及び地域生活支援

事業の見込量」の 2 の 9 移動

支援事業については、今後 3



4

第

５

章

年間で利用者の増加が見込ま

れるため、市内居宅介護事業

所と協議を進め、増加に努め

てまいります。

P70
No.74 日中一時支援
事業

サービス提供事業所につい

て、入所施設だけでなく通所

施設でも行ってほしい。また、

送迎もお願いしたい。

日中一時支援事業にかかる

サービス提供事業所の不足に

ついては、障がい者団体から

も意見・要望をいただいてお

り、入所施設 14施設に加え、
令和元年度には通所の生活介

護事業所１か所を新たに登録

いたしましたが、引き続き、

増加に努めてまいります。

送迎につきましては、現行

事業所との協議を進め、改善

に努めてまいります。

P71
No.84 精神疾患の早
期発見予防

脳卒中の後遺症で障がい者

となった方が、高次脳機能障

がいと診断され、障害福祉サ

ービス利用につながるように

体制を整備することを、計画

の中に記してください。

内容欄にあります「精神疾

患」を「精神疾患（高次脳機

能障がいを含む）」とし、早期

発見・早期治療につなげられ

るよう関係部署・関係機関と

の連携に努めてまいります。

P74
基本方針３すこやか

に育むまちづくり

高次脳機能障がい児への支

援体制の整備について、記し

てください。

P80 特別な支援が必要な

障がい児等に高次脳障がいの

ある障がい児が含まれている

と認識しております。

施策 No.115「重症心身障が
い児や医療的ケア児等への支

援体制の確保」において対応

することとし、原案のとおり

とさせていただきます。

P77
No.100障がいのある
子どもの保育の充実

「一人一人に応じた保育が

展開できるように努めます。」

とあるが、具体的な施策をい

れてください。

いただいた御意見を踏ま

え、以下のとおり修正します。

（修正前）

「関係機関と連携を図りなが

ら、子ども一人一人に応じた
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保育が展開できるよう努めま

す。」

（修正後）

「引き続き、関係機関と連携

を図りながら、配慮が必要な

児童に対して適正な保育を行

うため、公認心理士等による

保育所等への巡回相談のほ

か、加配保育士の活用等によ

り、子ども一人一人に応じた

保育が実施できるよう努めま

す。」

保育現場関係者からの意

見、要望等はどのような形で

聞きましたか。

計画の策定にあたっては、

前計画をベースに、障がい者

（児）団体の意見・要望、障

がい者施策推進委員会での検

討、障がい福祉関連データや

改正法令等に基づき行ってい

ます。

今後、令和３年度から５年

度までの計画期間における、

具体的な計画の推進にあた

り、児童発達支援事業所や放

課後等デイサービス事業所を

含む保育現場関係者等と協

議・連携を図ってまいります。
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P78
⑷学校教育の充実

人権教育の１つに「性教育」

を特別支援学校・市内の小中

学校で行ってほしい。

特別支援学校は、県の管理

下となりますので、指導の状

況は把握しておりませんが、

本市公立小・中学校において

は、国の学習指導要領の範囲

内で、子ども達の発達の段階

に応じ、性に関する指導を行

っております。

しかしながら、幼児や児童

生徒、障がい者等への性犯罪

については、大きな社会問題

になっていることに鑑み、こ

の度ご提案頂きました御意見

や資料等については、今後の

指導の参考にさせていただき

ます。

P78
No.106就学・教育相
談の充実

「一人一人に適した教育が

うけられるよう、就学相談な

ど活動の充実を図ります。」と

ありますが、例えば、歩行が

困難な場合は支援員等の支援

はできるのでしょうか。

夏や秋に実施する就学相談

会のほか、必要に応じて個別

相談会を実施し、個に応じた

適切な就学に向けて助言を行

っております。支援を必要と

する児童生徒の実態を踏ま

え、支援員を配置してまいり

ます。

P82
6 経済的支援

P68「No.63年金・手当制度
の周知」を再掲するか、障害

児福祉手当も加えた施策を追

加してください。

いただいたご意見を踏ま

え、施策 No.63を P82へ再掲
いたします。

P83
1就労の場の確保

脳卒中の後遺症で高次脳機

能障がいとなった方で、一般

就労の休職期間中に就労系障

害福祉サービスを利用して、

勤務に戻ることを支援してい

くことを記してください。

高次脳機能障がいの方につ

いても、P65施策 No.45～47
の就労系障害福祉サービスを

含む障害者総合支援法に基づ

く支援給付の対象であると認

識しております。この部分に

ついては、障がいのある方全

般について記しておりますの
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で、原案のとおりとさせてい

ただきます。

P87
No.136文化活動支援
No.137芸術・文化講
座開催等事業

No.138生涯学習講座
の充実

P90
No.143公共施設のバ
リアフリー化の推進

障害福祉会館は、駐車場が

遠かったり、建物が古かった

りで、障がい者にとって使い

勝手が悪いので、障害福祉会

館の機能を「くまぴあ」に持

ってきて欲しい。

障害福祉会館は、障がいの

ある方の活動支援のための施

設であるため、ぜひ活用いた

だきたい施設ですが、熊谷市

スポーツ・文化村「くまぴあ」

も、市民のための施設です。

両館とも、御意見御要望を

お聞きしながら、みんなが集

える、利用しやすい施設とし

て、創意工夫してまいります。

「くまぴあ」の利用料につ

いて、無料になるのは生涯学

習団体のみだと言われた。障

がい者関係団体も無料で使え

るようにしてほしい。

熊谷市スポーツ・文化村｢く

まぴあ｣では、｢生涯学習活動

団体登録制度｣を設け、スポー

ツ、芸術、文化等の活動を行

う団体を生涯学習活動団体と

して登録し、団体の情報を広

く公開することにより、活動

を広げたい団体と活動に参加

したい市民を結び付け、生涯

学習活動の充実を図っており

ます。登録団体が施設を利用

する際は、利用料の５０％を

減免しております。登録には

要件がありますので、御相談

ください。

P87
No.136文化活動支援
No.137芸術・文化講
座開催等事業

知的障がい者の家族が安心

して鑑賞できるファミリーコ

ンサートを市主催で開催して

はどうか。

毎年、「ウインドオーケスト

ラ」を開催し、誰でも鑑賞し

やすいコンサートとなるよう

企画しておりますが、芸術・

文化活動のさらなる充実につ

いて、先進地の取組を参考に、

研究してまいります。
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P114
2 障がい者団体の意
見・要望等

掲載団体の簡単な紹介を掲

載してください。

いただいた御意見を踏ま

え、団体名称の後ろに紹介を

掲載いたします。

P115
2 障がい者団体の意
見・要望等

No.13

「大宮の障害者交流センタ

ーのような施設を県北に作っ

てほしい」への回答が納得で

きない。ぜひ「くまぴあ」で

実現してほしい。

障害福祉会館は、障がいの

ある方の活動支援のための施

設であるため、ぜひ活用いた

だきたい施設ですが、熊谷市

スポーツ・文化村「くまぴあ」

は、規模が大きく、障がいの

ある方にも利用しやすい施設

です。両館とも、御意見御要

望をお聞きしながら、みんな

が集える、利用しやすい施設

として、創意工夫してまいり

ます。

そ

の

他

ヘルパー（介護者）の養成

について、施策の中に入れて

いくべきだ。

P58 施策 No.21「専門的人
材の育成・確保」で、介護人

材や手話通訳者、要約筆記者

などの専門的人材の育成、確

保及び資質向上に努めること

としています。ヘルパーの養

成につきましても、この施策

において対応してまいりま

す。

徘徊のおそれのある高次脳

機能障がい者も、熊谷市の「あ

んしん見守りシール」事業の

対象にする、あるいは対象に

することを検討していくこと

を計画中に記してください。

「あんしん見守りシール」

は、現在、高齢者の事業とし

て実施しておりますが、障が

い者施策では、本計画の施策

No.154「緊急時のヘルプマー
クやヘルプカード等の活用周

知」にありますように、障が

いや難病のある方や妊婦等が

周囲の方に支援を求めるため

の「ヘルプマーク」や「ヘル

プカード」を配布しておりま

すので、この施策において対

応してまいります。


